
みんなの公園を考えよう！

（仮称）ひばりが丘北四丁目公園ワークショップ

令和6年8月24日にひばりが丘図書館で

ワークショップを実施しました。

「多世代が憩えるみんなの中庭」をコン

セプトに現地を確認した後、グループに分

かれて話し合いました。

最後は、グループ毎に出てきた意見を発

表しました。

たくさんの意見をいただきありがとうご

ざいました。

＜ワークショップの様子＞

活用の方向性

・防災的な機能の確保

・商店街との連携、東西のネットワーク

・住宅地との関係性（騒音やプライバシーへの配慮）

皆さんが考えた主な意見（一部抜粋）

・鬼ごっこや散歩ができるジョギングコースがあるとよい。

・ベンチとテーブルが欲しい。

・子どもが楽しめる遊具を確保することで、西東京市が子育てしやすい街になる。

・ベンチを設置するなら、防災の観点からかまどベンチが良いと思う。

・暑いときに涼めるような木が欲しい。

・大人が使える遊具を置いた方が需要が高い。
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皆さんが考えた主な意見（一部抜粋）

・周りに落ち葉が落ちると迷惑かもしれない。

・小さくてもいろんな種類の遊具があるとよい。大きい遊具は一つしか置けないので、それに飽きてし

まうと公園に行かなくなる。

・小さい子どもが隣家に勝手に入り込まないような工夫が必要

皆さんの意見を参考にイメージ図を作成しました。
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